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北海道大学に国立天文台との共同研究で設

置された１１ｍ電波望遠鏡と通信総合研究所

鹿島宇宙通信研究センター３４ｍ電波望遠鏡の

間で行った超長基線干渉計（ＶＬＢＩ）観測で得

られたクェーサー３Ｃ３４５のＸバンド（８ＧＨｚ

帯）のフリンジ。（「研究トピックス」参照）

表 紙 の 説 明



－ 3－

列車が野辺山駅を離れ、見送りに来てくれた
二人の同僚の姿が早朝のプラットホームととも
に小さくなるにつれ、とんでもない決断をした
のではないかと急に不安が広がり始めた。踏切
を過ぎると見えてくる45m望遠鏡は、心なしか
昨日までよりも遠くに見える。そのときになっ
て初めて、4年半の間過ごした野辺山を離れる
ということが現実として感じられた。
あれから一年…。硬く締まった雪の坂道を歩

いている。もう何度となく通ったその道の先に
北海道大学11m電波望遠鏡が建っている。北の
大地に始まったプロジェクト。その移設から立
ち上げ、そしてこれからの計画について紹介する。
北大11m望遠鏡は、2000年度に当時の郵政省

通信総合研究所から北海道大学大学院理学研究
科が譲り受けたものである。その移設、立ち上
げ、そして観測装置の整備は、北海道大学と国
立天文台が共同で進めており、今後も超長基線
干渉計（VLBI）観測など共同観測を進める計
画である。プロジェクトは北海道大学が物理学
専攻宇宙物理学研究室の藤本さん、羽部さんが、
国立天文台は電波天文学研究系の中井さん、亀
野さん、地球回転研究系の川口さんなどが中心
となって進められてきた。移管に際しては、通
信総合研究所精密測位技術グループの吉野さん
にたいへんお世話になった。望遠鏡は、通信総
合研究所の首都圏広域地殻変動観測プロジェク
ト（Key Stone Project = KSP）の1素子アンテナ
として神奈川県の三浦局で使用されていたもの
である。望遠鏡が移設された先は、北海道苫小
牧市。太平洋に面した苫小牧は、降雪量が比較
的少なく、冬季の晴天率が高い。この電波天文
観測に適した気候が決め手となって、調査した
道内3ヶ所から最終的にこの地が移設先に決定
された。さらに、農学部附属の演習林（現在は
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター
森林圏ステーション苫小牧研究林）があり、その
一画をお借りできることも大きな魅力であった。

演習林のご協力で研究木を伐採していただき望
遠鏡を設置する土台が2000年秋に完成、年明け
早々の2001年1月に三浦での望遠鏡の解体が始ま
った。月末には北海道へ移設し、苫小牧での組み
立てが始まった。吹雪の日や氷点下20℃近い日
もあったが、望遠鏡本体は3月末に組み上がった。
札幌に私が移った4月以降しばらくは予算獲

得や研究計画等の書類書きの日々が続き、夏前
から観測局舎の工事が始まった。局舎が完成し、
電気工事等が終了した9月半ばから、望遠鏡と
観測局舎内に装置を設置しそれらを接続する第
2期工事が始まった。ひっそりとしていた演習
林はにわかにたくさんの作業員の方々で活気付
き、私も連日現場に足を運んで様々な装置が接続
されていく作業を見守った。この工事が終了した
とき、望遠鏡の全システムが私の頭の中に入って
いなければいけないというプレッシャーが、とに
かく何でも見ておこうという衝動を駆り立てた。
望遠鏡の機械的なしくみやメンテナンス方法など、
現場の方にずいぶんいろいろと教えていただいた。
好天が続いたこともあり、装置の設置は順調

に進み、10月15日に静止衛星からの電波をス
ペクトルアナライザーで検出、翌16日には待
ち受けながら超新星残骸Cas Aからの電波を受
信することに成功した。ファーストライトと呼
ばれるイベントは何度かあろうが、苫小牧で天
体からの電波を受けたという事実は、紛れもな
くこの日が初めてである。そして、工事検収日
の前日の10月31日に、ついに天体追尾が可能
になり、漸く名実ともに天体望遠鏡となった。
その後、望遠鏡の軸較正観測等の立ち上げを

急ピッチで進め、16日には苫小牧で記録したテ
ープを通信総合研究所鹿島宇宙通信研究センタ
ーで解析していただき、自己相関スペクトルの
検出に成功した。そして、予定より約1週間遅
れたものの、11月19日に鹿島宇宙通信センタ
ーから市川さん、関戸さん、大崎さんの3名を
お迎えし、いよいよ北大11m望遠鏡と鹿島34m

北海道大学11m電波望遠鏡

電波天文学研究系 COE研究員 徂徠 和夫

研究トピックス
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望遠鏡、さらに鹿島の 11m望遠鏡の 3局で
VLBI観測を行うこととなった。20日に試験的
にVLBI観測を行い、すぐに飛行機で記録テー
プを鹿島に持って帰っていただき、その夜相関
処理していただいた。若干の配線ミスが見つか
ったものの、見事にフリンジが検出された。こ
の報を聞き、翌日午後2時から北大-鹿島間でS
バンド（2GHz帯）・Xバンド（8GHz帯）での
測地VLBI観測（HOKT実験）が24時間行われ
た。その際得られたフリンジの一例が表紙の図
（通信総合研究所市川さんのご提供）である。
装置の接続が完了し望遠鏡を引き渡してもら

ってから約3週間で科学的に使用可能なシステム
として完成し、成果を得られたわけであるが、も
ちろん淡々と進んだわけではない。通信総合研究
所の近藤さんを始め宇宙電波応用グループの皆様
や岐阜大学の高羽さんにはずいぶんとお世話にな
った。もともと稼動していた高性能望遠鏡ではあ
ったが、短期間で観測成功まで漕ぎ着けることが
できたのは、ひとえにいろいろな方々のご協力の
おかげである。かくして、北大11m望遠鏡は日本
最北端の大型電波望遠鏡として動き始めた。
さて、北大11m望遠鏡を使った今後の研究に

ついて簡単に紹介する。現在この望遠鏡は、
S/XバンドでのVLBI観測専用のシステムであ
るが、私たちはこれを21 - 24GHz帯の受信システ
ムに載せ換え、さらにVLBI観測だけでなく単
一の電波望遠鏡としても使えるように整備す
る。この周波数帯に存在する水メーザーやアン
モニア分子のスペクトル線の観測を行うためで
ある。水メーザーのVLBI観測は活動銀河中心
核や星形成領域でのガスの運動を詳細に明らか
にするたいへん有効な手段である。北大11m望
遠鏡は国内最北端に位置しており、国内でVLBI
観測を行う場合に長い基線長を確保できる。つ
まり、より高い空間分解能を実現できる。VERA、
岐阜大学11m鏡、山口32m鏡などの立ち上げ、
さらには日韓VLBI観測など、VLBI観測ネット
ワークが広がりつつある時期に、私たちも11m望
遠鏡で参加し成果を挙げたいと考えている。
同時に、単一鏡としてアンモニア分子のスペ

クトル線による銀河面探査観測を計画してい
る。アンモニア分子のスペクトル線は、分子ガ
スの中でも星形成により密接に関係する密度の
高い領域をトレースすることが知られている。

分子ガスの温度や密度といった物理状態を明ら
かにするためには、一般に複数のスペクトル線
を観測する必要がある。アンモニア分子は23 -
24GHzの狭い周波数帯域内に量子数(J, K) = (1,
1), (2, 2), (3, 3), (4, 4)という4本の反転遷移によ
るスペクトル線を持っている。これらは周波数
が近いため、1つの受信機で観測することが可
能で、しかも観測する際のビームサイズ（空間
分解能）がほぼ等しくなる。さらに、同時に観
測するため、異なるスペクトル線間でポインテ
ィングのずれが生じない。つまり、非常に高い
精度で4本のスペクトル線の強度から分子ガス
の性質を明らかにすることができるわけであ
る。私たちは北大11m望遠鏡を使って銀河面全
体に渡ってアンモニア分子の4本のスペクトル
線を観測し、分子ガスから星が生まれていく様
子を銀河系全体というグローバルなスケールか
ら解明したいと考えている。
さて、HOKT実験の成功以降、水メーザーや

アンモニア分子スペクトル線観測のためのシス
テム設計に追われ、望遠鏡に赴くのは週に一度
点検に行くだけになってしまっている。寒空の
下、風下に向かって寂しげにたたずんでいる望
遠鏡を見ていると、早くこの望遠鏡を使った観
測で成果を挙げたいと切に思う。

最後に、無事に立ち上げが成功するまでには、
たくさんの方々にご支援・ご協力をいただき、
また個人的にも随分と励ましていただきまし
た。全ての方のお名前を挙げることができませ
んが、この場を借りてお礼申し上げます。

鏡面の雪を溶かしている最中の北大11m電波望遠鏡。
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お知らせ

★第21回「天文学に関する技術
シンポジウム」報告

技術系職員会議が主催するようになってから
の天文学に関する技術シンポジウムも早3回目
となります。職員旅費に加えて、今回からは研
究員等旅費の使用も可能になり、益々盛んにな
っています。奇しくも21世紀最初の年に、生誕
の地であり、第1回の開催地、岡山県浅口郡鴨
方町の町立健康福祉センターにおいて2001年
12月6，7日両日に渡って行われました。
そもそもこのシンポジウムは技官の技術向上

は勿論のことですが、当時殆ど天文台内でも交
流の無かった、技官同士の交流を深める事を目
標として始まりました。岡山を第１回目とし、
持ち回り開催で、途切れる事無く21回目を迎
えましたが、当時は旅費さえ確保されず、他の
研究会に負んぶに抱っこという状態でした。
今回は研究員等旅費が初めて使えることにな

り、他の関係機関にも広く声を掛けたのですが、
宣伝が不足したのか参加者は以外と少人数でし
た。只今回は思いがけず、小さな公共施設から
の参加者があり、「上手く稼働していない小さ
な公共の天文台が有る。」というような話も聞
いていましたので、人材派遣とアドバイス等で、
広報普及の一端を担えるのではないか・・・等
と考えていました。ところが、時間が取れず話を
聞く機会を逸してしまい残念に思っています。
しかし、今回の公共施設や大学等毛色の変わ

った所からの応募には、多少とまどいはあった
ものの、東は水沢、西は広島県東部と広範囲に
及び、単独で技術シンポを開催するようになっ
てからの、参加者総数44名・発表総数28は、
最大規模だと思います。他機関の参加も5ヶ所
有り、発表種目も多岐に渡り、盛況の内に終わ
ることができました。技術者集団の研究会とい
うことなので、始まりは技官同士の懇親や交流
に重きを置くと言うことでした。当時は技官同
士でも他の部署との交流は少なく、出張等も限
られたもので、横の繋がりは無く、技術研修な
どは皆無でした。現在は細分化や分業化され、
高度の技術が必要とされています。いわゆるエ
ンジニアタイプの人が増え、人事交流も盛んに

なり、部署に張り付く技官は少なくなってきて
います。時間の都合上、交流と発表どちらに重
点を置くかで悩みましたが、私の性格上親睦会
なる催し物を取りやめることはできませんでし
た。講演の後、懇親会の前に、近くの屋根付き
運動場（通称ビッグハット）でのグラウンドゴ
ルフ大会を企画しました。木枯らしの吹き抜け
る、陽の落ちた運動場に何人集まるのか不安で
したが、幸い元気のいい20名ほどが集まりま
した。最初は覇気に欠けたものでしたが、やは
り競技となると負けたくないようで、照明の下
80m四方の運動場を走り回る内に、だんだん白
熱し、インチキは無かったと思うのですが、ル
ールの無視は頻繁に行われていました。この表
彰式は懇親会場に移り、盛り上げに一役買うこ
とになりました。その懇親会には37名もの参
加があり、遠路の為か、田舎の為かはたまた可
憐な花のせいか、かなり長引いてしまい追加料
金を求めることになってしまいました。

今回は私の思い入れで、講演時間が窮屈にな
り、休憩時間も短くなってしまいましが、やは
りポスター会場や休憩時間の議論の様子を見る
と、これらに時間を割く事は重要だと思いまし
た。遠路はるばるのご参加本当に有り難うござ
いました。同じ天文台の中でも未だ顔を合わせ
たことの無い技官の方々がまだいます。共通あ
るいは参考とする技術や、他分野の技術を直接
見聞することで、視野を広げ、向上心を育て、
又人的交流を活発化するには重要なシンポジウ
ムだと考えています。そして、最後に後の祭り
ではありますが、考えてみれば今回は満20才
の成人式を行う年でした。大々的に取り上げる
べきだったと悔やんでいます。次回の世話人へ
希望を託しまして報告を終わります。
（岡山天体物理観測所 助手 小矢野 久）

6日の集合写真です。中央の山の上に岡山天体物理観測
所の188cm望遠鏡のドームが見えますでしょうか…。
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「国立天文台・天文ニュース」は
国立天文台・広報普及室で発行して
いる天文に関するニュース速報であ
る。その名が国立天文台ニュースと
紛らわしいので、別の呼び名にすれ
ばよかったとよく思う。この天文ニ
ュースでは、日本人による彗星、新
星などの新天体の発見、日月食、星
食などの現象、その他興味のもてそ
うな天文関係の話題をそれぞれ1200
字程度の記事にして、通常は木曜に
発行している。これは国立天文台の
ウェブ上で見ることができるので、
ご覧になっていただきたい。FAXで
取り出すこともできるし、メールに
よる自動配信もおこなっている。
この天文ニュースは1995年10月5日に第1号

（写真1）を出して以来5年余りで、2001年11月
29日に500号に達した。きりのいい数字である
というだけで500の数に特に深い意味はない
が、この機会に宣伝を兼ねて紹介しておこう。

●どのように作られるか
天文ニュースはどのように作られているか。

たとえば昨年12月27日に発行された509号は、
「ブルームーン」という表題であった（写真2）。
この12月には1日と30日と2回の満月がある。
このように暦上のひと月に2回満月があると
き、その2回目の満月をブルームーンというそ
うだ。これに関し広報普及室に電話で数回の問
い合わせがあったので、天文ニュースで紹介す
ることにしたのである。一方で、2回目の新月
をブルームーンとする説もあり、どちらも根拠
はあいまいである。英語のブルームーンには
「めったにない出来事」の意味がある。しかし、
満月にしても新月にしても、暦月の中に2回あ
るのはそれほど珍しいことではない。
このように、電話の質問をもとにニュースの

記事を作ることもあるが、多くの場合、材料は
各種の天文回報、天文・科学雑誌、天文関係の
ウェブなどから探し出す。なるべく一般の方に
も興味がもてそうなものを中心に話題を探す
が、ときには恒星、銀河、宇宙に関する研究的
な内容のものを選ぶこともある。例をあげれば
507号はハワイ観測所の関口さんの寄稿をもとにし
た「電気で光る星」（天文台ニュース3月号掲載済）
という内容で、一方だけが強い磁場をもつ白色
わい星同志の連星が発電機となって発光する話
を述べている。あれこれ探して適当と思われる
ものがあったら、その内容を取捨選択し、記事
にまとめる。なるべく毎週二つの記事を出すよ
うに努力しているが、うまい内容の記事がなく、
思うにまかせないことも多い。正直なところ、
天文ニュースの材料探し、記事作成に毎週追い
まくられている現状である。そして、その間の
私は、「天文ニュースを出すことに意味がある
のか」、「国立天文台が天文ニュースを出す必要
があるか」などの自問自答を繰り返している。
ただ、私が担当しているのは、記事を作って

フロッピー・ディスクに入れるまでである。ウ
ェブに載せるなど、あとの面倒なところは、広

写真1： 天文ニュースのテスト版と第１号

500号を超えた天文ニュース

広報普及室 教務補佐員 長沢 工

エッセー
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報普及室の並木さん任せである。天文ニュース
が皆さんの目に入るまでに、並木さんの努力が
大きく作用している。また、私が不在のときに、
新天体の発見など急に周知したいニュースがあ
るときは、渡部室長か並木さんが記事を書いて
くれる。これでたいへん助かっている。毎週急
ぎ立てられるような気持ちであるが、それでも
時間の累積は恐ろしい。いつの間にやら天文ニ
ュースが500号を超えた。それにいちばんびっ
くりしているのは、私自身かもしれない。

●読者層と反応
この天文ニュースを何人くらいの人が見てい

るのか、また、どのように読まれ、役立ってい
るのか、何かのついでに断片的に聞かされるこ
とはあっても、詳細はわからない。記事をつく
っている立場からは、その反応について多々知
りたいことがある。しかし現実には、喜ばれる
よりも文句を言われる場合の方がずっと多い。
日本には各地に科学館やプラネタリウムがあ

る。そのそれぞれに職員がいて、熱心に天文普
及活動をおこなっている。それらの職員から
「天文に関しての新しい情報を知るのが難しい
ので、国立天文台でニュース的なものを出して
もらえないか」という声が上がっていた。最初、
天文ニュースはその要望に応えて出されたもの
である。しかし、号を重ねるにつ
れて、当初の推測よりかなり広い
範囲で読まれているらしいことが
わかってきた。
私がそそっかしいせいもあって、

天文ニュースにはときに漢字の変換
ミス、数字のエラー、内容の誤りな
どが入り込む。すると、そのミスを
指摘するメールや手紙などが来る。
そこから、ある程度読者層の見当が
ついてくるのである。読者の中には、
かなりの専門家も含まれる。もとも
と私の専門分野は太陽系天文学、位
置天文学などの限られた範囲で、そ
れ以外の分野の知識は乏しい。した
がって、たとえば電波天文学の記事
を書いたりすると、その方面の専門
家にとっては内容の問題点が目につ
くのであろう。いろいろと苦情を言

われる。これはもちろん私の不勉強が原因であ
り、申し開きができることではない。ときには
取り上げた内容そのものが批判されることもあ
る。こうしたことを考えると、これまでのよう
にほとんど私ひとりで天文ニュースの編集をす
るのは限界に来ているように感じられる。この
ような天文ニュースを今後も発行するなら、担
当者の数をもう少し増やし、それぞれの専門分
野に対して交替で記事を書くようにしなければ、
続けられないように思う。

●協力して下さい
天文ニュースに対する批判の中に、「国立天

文台に関する記事が少ない」というものがある。
これはまったくその通りであり、私としても国
立天文台の記事を増やしたい。しかし、なかな
か協力が得られないのが実情である。この点で
は、特に国立天文台の方にお願いしたい。何か
面白い研究結果が得られたとき、また、研究会、
シンポジウムなどで興味ある発表を聞いたとき
など、その内容をわかりやすくまとめ、天文ニ
ュースの材料に提供していただけないだろう
か。そうした協力があれば、天文ニュースの内
容はさらに充実するに違いない。天文ニュース
が500号を超えた機会に、担当者として感想と
希望を述べさせていただいた。

写真2：天文ニュース509号「ブルームーン」
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★平成13年度公開講座報告
「巨大ブラックホールの謎を
解き明かそう」

2002年2月16日（土）、三鷹キャンパス解析
研究棟大セミナー室において、三鷹市教育委員
会、天文学振興財団との共催事業である公開講
座が開催されました。
講座の内容は、

「ブラックホールとは何か？」
電波天文学研究系主幹 中井 直正

「どうやって巨大ブラックホールは誕生したか？
巨大電波望遠鏡アルマでその誕生の謎を追う」
ALMA計画準備室教授 川邊 良平

で、定員150名のところ、全国から385名もの
応募がありました。このような多数の応募は国
立天文台公開講座では初めてのことです。この
ため、遺憾ながら抽選で半分以上の方にご遠慮
していただく事になり、インターネット中継で
ご覧頂くことをお願いするとともに、講演会終
了後には当日の資料を配布させていただきまし
た。
当日は天候に恵まれ、講演後には50cm社会

教育用望遠鏡で土星の観望を行いました。次回
以降は台内を離れて、より広い会場で行うこと
も検討したいと思います。
（天文情報公開センター 助手 縣 秀彦）

「ブラックホールとは何か？」 中井 直正

「どうやって巨大ブラックホールは誕生したか？
巨大電波望遠鏡アルマでその誕生の謎を追う」

川邊 良平

お知らせ

季節の移り変わりは速いもので、あっという間に
春がやってきました。希望に燃える新入生や緊張し
ている新社会人を見ていると、かつては自分もまっ
たく同じ、という気持ちに駆られます。初心忘れる
べからず。 （Ｆ）

住み慣れた官舎を離れることになりました。マム
シ、タヌキ、ウサギ、カエル、ムカデ、蚊の大
群・・・・そして筍との春の陣。官舎よありがとう、
官舎に感謝！ （Agt）

日頃「成果を報告しろ」といわれるとなかなかや
る気にはならないのに、「成果を報告するな」といわ

編 集 後 記

れると無性に報告したくなるのはなぜなんだろう。
（成）

カリフォルニアへの海外出張が終わろうとしてい
る。シリコンバレー付近、2年前は街で出会う東洋
人は日本人ばかりだったが、今回はほとんど見かけ
ない。テロ事件のためか、日本およびIT企業の斜陽
のためか。 (し)

編集委員の更迭ということもなく、無事また２年
間委員を勤めることになりました。ほんとうは、水
沢地区にも新人がどんどん増えて、仕事を後任に委
せられるようになれば良いのですが。 (Y.T.)
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「ようこう10周年記念会議」報告

太陽物理学研究系 助手 清水 敏文

お知らせ

2002年1月21日から24日にハワイ州コナの
ホテルにて、ようこう10周年記念会議「コロ
ナ構造とダイナミックスの多波長観測」が開催
された。本来ならば昨年9月に開催予定であっ
たが、直前に発生したアメリカ同時テロ事件の
ため開催が延期されていた。100名を超える研
究者が米国・日本・英国をはじめ様々な国から

参加した。国立天文台からはおよそ10名が出
席した。会議は、静穏領域、活動領域・輝点、
教育・公開活動、ヘリシティ、磁気再結合、
MHDシミュレーション、フレア構造、プレフ
レア活動、フレアプラズマ、太陽周期活動、高
エネルギー放射のセッションから構成された。
「ようこう」などの衛星観測によりこの10年に

会議の様子
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得られた新しい知見についてレビューする45
分講演の他に、最新の研究成果を発表する口頭
講演がなされ、活発な議論が展開された。また
併設されたポスター会場には70近いポスター
が展示され、コーヒーブレイクの時間には議論
する輪が幾つも出来ていた。会議で発表された
論文収録集はCOSPARコロキウムシリーズとし
て出版される予定である。

国立天文台からの出席者のうち、常田教授、
原助手、清水がレビュー講演を行った。清水が
活動領域の磁場変化や活動領域で頻発するマイ
クロフレアに関連する光球磁場の観測的研究に
ついてレビューし、原助手は「ようこう」が捉
えた10年にわたる太陽コロナの周期的変化に
注目して太陽周期活動について議論した。常田
教授は会議の最後に「ようこう」の観測で進展
した成果を概観しながら、今後の研究がどのよ
うな方向に進むべきかについて議論し、会議を
しめくった。

「ようこう」衛星は1991年8月30日に打ち
上げられ10年以上にわたって軟X線および硬X
線で太陽コロナやフレアの観測を続けてきた。
残念なことに昨年12月中旬から観測が中断し
ており、その経過と今後の見通しについて宇宙
研小杉先生より報告があった。

ようこう10周年会議に引き続き、2005年打
ち上げに向けて日米英が共同で開発を行ってい
る次期太陽観測衛星「Solar-B」の第3回サイエ
ンス会議が25, 26日に開催された。会議では
Solar-Bによる初期観測、配布データおよび軌
道上運用方式について議論された。今後各国の
実務者レベルが共同で具体化した運用・データ
解析計画をまとめていく予定である。

なお、会議期間中に「すばる」望遠鏡を見学
させていただく機会を頂いた。関係者に感謝し
たい。

ようこう10周年を記念して製作されたポスター


